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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公開番号】特開2014-199050(P2014-199050A)
【公開日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-058
【出願番号】特願2013-252795(P2013-252795)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｂ  39/14     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  39/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｍ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｂ   39/14     　　　Ｇ
   Ｆ０２Ｂ   39/14     　　　Ｆ
   Ｆ０２Ｂ   39/00     　　　Ｃ
   Ｆ０２Ｂ   39/14     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｍ    1/16     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月26日(2016.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンプレッサホイールとタービンホイールとを連結したシャフトを回転可能に支持する
軸受部へと潤滑油を供給するターボチャージャの潤滑油供給機構であって、
　オイルポンプから圧送される潤滑油を前記軸受部へと案内する供給油路と、
　前記供給油路に設けられ、当該供給油路を流通する潤滑油の圧力に基づいて当該供給油
路における前記潤滑油の流路を絞ることによって、前記供給油路から潤滑油を逃がすこと
なく当該潤滑油の流量を調整する流量制御弁と、
　を具備することを特徴とする、
　ターボチャージャの潤滑油供給機構。
【請求項２】
　前記流量制御弁は、前記軸受部が形成されるベアリングハウジングに設けられることを
特徴とする、
　請求項１に記載のターボチャージャの潤滑油供給機構。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　即ち、請求項１においては、コンプレッサホイールとタービンホイールとを連結したシ
ャフトを回転可能に支持する軸受部へと潤滑油を供給するターボチャージャの潤滑油供給
機構であって、オイルポンプから圧送される潤滑油を前記軸受部へと案内する供給油路と
、前記供給油路に設けられ、当該供給油路を流通する潤滑油の圧力に基づいて当該供給油
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路における前記潤滑油の流路を絞ることによって、前記供給油路から潤滑油を逃がすこと
なく当該潤滑油の流量を調整する流量制御弁と、を具備したものである。
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